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二
つ
の
財
団
法
人
の

二
つ
の
財
団
法
人
の

統
合
で
ス
タ
ー
ト

統
合
で
ス
タ
ー
ト

　
同
協
会
は
、
１
９
８
２
年

年
11
月
20
日
に
設
立
さ
れ
、

２
０
０
４
年
６
月
２
日
に
名

称
を
変
更
。
13
年
６
月
３
日

に
一
般
財
団
法
人
に
移
行
し

て
い
る
。
具
体
的
な
経
緯
は

次
の
通
り
。

　
１
９
８
２
年
11
月
、
「
勤

労
者
の
生
活
実
態
に
関
す
る

調
査
を
通
じ
て
、
生
活
設
計

指
導
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
全

国
の
勤
労
者
相
互
扶
助
思
想

の
普
及
及
び
啓
蒙
を
図
り
、

も
っ
て
勤
労
者
の
福
祉
向
上

と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」

を
目
的
に
「
（
財
）
全
国
労

働
者
福
祉
・
共
済
協
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
89
年
11
月
に

は
、
「
内
外
の
労
働
者
の
福

祉
・
共
済
の
理
論
と
実
際
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
、
あ
わ

せ
て
そ
の
事
業
の
発
展
を
図

り
、
も
っ
て
労
働
者
の
福
祉

向
上
と
高
齢
者
の
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
「
（
財
）
全
国
勤
労
者

福
祉
振
興
協
会
」
が
設
立
さ

れ
た
。

　
２
０
０
４
年
６
月
に
は
、

こ
れ
ら
二
つ
の
財
団
法
人
に

つ
い
て
、
全
労
済
（
現
こ
く

み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）
が
掲

げ
た
「
日
本
の
共
済
協
同
組

合
と
全
労
済
グ
ル
ー
プ
の
21

世
紀
に
お
け
る
構
想
」
に
基

づ
い
て
、
両
協
会
の
発
足
目

的
で
あ
り
中
心
的
な
役
割
で

あ
っ
た
「
労
働
者
福
祉
・
共

済
の
充
実
と
社
会
的
課
題
の

調
査
・
研
究
」
「
公
益
事
業

・
相
互
扶
助
事
業
の
実
施
」

を
継
承
・
発
展
さ
せ
な
が
ら

全
労
済
（
現
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）
グ
ル
ー
プ
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
事
業
を
充
実
・

強
化
し
て
い
く
等
の
目
的
で

統
合
。
新
た
に
「
一
般
財
団

法
人
　
全
国
勤
労
者
福
祉
・

共
済
振
興
協
会
（
全
労
済
協

会
）
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
公
益
法
人
制

度
改
革
関
連
３
法
案
」
等
に

伴
い
、
13
年
６
月
に
現
在
の

移
行
法
人
と
な
り
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
事
業
と
相
互
扶
助
事

業
（
認
可
特
定
保
険
業
）
の

２
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

働
く
人
々
の
課
題

働
く
人
々
の
課
題

解
決
に
注
力

解
決
に
注
力

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
事
業
は
、

共
済
・
保
険
、
協
同
組
合
に

関
す
る
調
査
・
研
究
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に
も
広
く

働
く
人
々
の
生
活
に
関
わ
る

問
題
意
識
を
啓
発
す
る
よ
う

な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
国

際
労
働
財
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ

Ｆ
）
へ
の
事
業
協
力
の
一
環

で
あ
る
「
草
の
根
支
援
事
業

（
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ａ
）
」
と
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な

ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
労

使
代
表
者
向
け
に
「
共
済
」

を
中
心
と
し
た
相
互
扶
助
制

度
に
関
す
る
講
演
な
ど
国
際

的
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
同
協
会
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
後
に
機
運
が
高

ま
っ
て
い
た
「
住
宅
再
建
支

援
制
度
」
の
実
現
に
向
け
、

２
５
０
０
万
人
の
署
名
を
集

め
た
「
自
然
災
害
に
対
す
る

国
民
的
保
障
制
度
を
求
め
る

国
民
運
動
」
（
兵
庫
県
・
連

合
・
日
生
協
・
全
労
済
〈
現

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
〉

の
４
団
体
に
よ
る
取
り
組

み
）
を
踏
ま
え
て
設
置
さ
れ

た
「
自
然
災
害
被
災
者
支
援

促
進
連
絡
会
」
の
事
務
局
も

担
っ
て
い
る
。

　
相
互
扶
助
事
業
は
、
中
小

企
業
等
へ
低
廉
で
わ
か
り
や

す
い
保
障
の
提
供
を
目
的
と

し
て
、
労
働
金
庫
や
中
小
企

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
勤
労
者
団
体
を
対
象
に

「
法
人
火
災
共
済
保
険
『
オ

フ
ィ
ス
ガ
ー
ド
』
（
約
４
０

０
０
件
）
」
「
法
人
自
動
車

共
済
保
険
『
ユ
ニ
カ
ー
』

（
約
３
５
０
０
件
）
」
「
自

治
体
提
携
慶
弔
共
済
保
険

（
約
75
万
件
）
」
を
実
施
し

て
い
る
。
近
年
の
実
績
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。リ

ス
ク
低
減
、Ｓ

リ
ス
ク
低
減
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

　
同
協
会
で
は
、
リ
ス
ク
低

減
に
向
け
た
取
り
組
み
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
り
組
み

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
例

え
ば
、
近
年
の
大
規
模
な
自

然
災
害
被
害
の
発
生
状
況
を

踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
意
識

の
啓
発
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
直
近
で
は
、
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
、
こ
れ
ま

で
の
ふ
り
返
り
と
今
後
の
展

望
」
と
題
し
、
寺
島
実
郎
氏

（
一
般
財
団
法
人
日
本
総
合

研
究
所
会
長
）
の
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
こ
く
み
ん
共

済 

c
o
o
p
、
日
本
再
共

済
連
と
の
共
催
に
よ
り
実
施

（
動
画
配
信
方
式
）
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
事

業
の
一
環
で
、
組
合
員
を
含

む
勤
労
者
・
生
活
者
を
対
象

と
し
た
取
り
組
み
で
は
、
勤

労
者
等
に
関
わ
る
福
祉
や
社

会
課
題
な
ど
に
つ
い
て
毎

年
、
研
究
会
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
２
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
「
資
本
主
義
経
済
の

再
構
築
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

研
究
会
」
と
し
て
慶
應
義
塾

大
学
経
済
学
部
の
駒
村
康
平

教
授
を
主
査
に
設
置
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
や
気
候
変
動
な
ど

巨
大
リ
ス
ク
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
い
か
に
持
続
可
能
な

社
会
を
構
築
で
き
る
か
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
「
資
本
主
義
経
済

を
再
構
築
」
す
べ
き
か
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
組
合
員
に
限
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

現
代
社
会
で
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
る
と

い
う
認
識
の
下
、
18
年
１
月

か
ら
19
年
４
月
に
か
け
て

「
つ
な
が
り
暮
ら
し
研
究

会
」
を
設
置
。
こ
れ
か
ら
の

都
市
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
必
要
な
「
つ
な
が

り
」
の
あ
り
方
を
書
籍
に
ま

と
め
て
提
言
し
た
。
19
年
11

月
５
日
に
は
、
成
果
の
普
及

を
目
的
に
、
「
孤
立
す
る
都

市
か
ら
共
創
す
る
ま
ち
へ
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
、
日
本
再
共
済
連
と
の
共

催
に
よ
り
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
。

　
さ
ら
に
、
勤
労
者
を
対
象

と
し
た
生
活
意
識
と
協
同
組

合
に
関
す
る
調
査
を
定
期
的

に
実
施
し
、
明
治
大
学
政
治

経
済
学
部
の
大
高
研
道
教
授

が
報
告
書
を
執
筆
し
て
い

る
。
20
年
10
月
に
実
施
し
た

調
査
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
暮
ら
し
に

対
す
る
影
響
や
、
「
人
の
つ

な
が
り
や
助
け
合
い
を
重
視

し
て
い
る
」
組
織
と
し
て
評

価
さ
れ
る
協
同
組
合
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
中
高
年
齢
層
の
勤
労
者
に

対
す
る
支
援
事
業
と
し
て

は
、
退
職
後
の
生
活
設
計
に

備
え
た
退
職
準
備
教
育
の
普

及
・
推
進
を
図
る
た
め
に
、

研
修
会
の
推
進
役
と
な
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
を

目
的
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
会
を
毎
年
開
催
し
て
い

る
。今

後
へ
の
課
題
と

今
後
へ
の
課
題
と

展
望
展
望

　
今
後
に
つ
い
て
、
神
津
里

季
生
理
事
長
は
「
13
年
６
月

に
移
行
法
人
と
な
っ
た
際

に
、
内
閣
府
に
提
出
し
た

『
公
益
目
的
支
出
計
画
』
が

25
年
５
月
末
を
も
っ
て
終
了

す
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

向
け
て
、
現
在
は
現
行
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
事
業
や
相
互
扶

助
事
業
の
取
り
組
み
や
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め

て
お
り
、
22
年
度
か
ら
の
３

カ
年
に
お
け
る
基
本
方
針
や

実
行
計
画
を
策
定
し
、
順
次

実
行
に
移
し
て
い
く
」
と
し

て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
調
査
研
究
実
施

神津理事長

シンポジウムの様子

　（
一
財
）
全
国
勤
労
者
福
祉
・
共
済
振
興
協
会
（
全
労
済
協
会
）

は
、
社
会
保
障
問
題
、
雇
用
問
題
、
少
子
・
高
齢
社
会
対
策
な
ど
勤

労
者
の
生
活
・
福
祉
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
各
種
調
査
研
究
の
実
施
等
を
中
心
と
し
た

「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
勤
労
者
相
互
の

連
帯
と
相
互
扶
助
に
よ
る
「
相
互
扶
助
事
業
」
を
実
施
し
、
二
つ
の

事
業
を
両
輪
と
し
て
、
勤
労
者
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た
事
業
活
動

を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
る
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
相
互
扶
助
事
業
を
担
う

勤
労
者
福
祉
向
上
へ
総
合
的
展
開
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